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第２回 こども・若者審議会 

議事概要 
 
日時：令和６年８月２７日（火） 18 時 30 分 

会場：箕輪町役場講堂 

出席者：合計 37 名（町長 1 名、委員 18 名、町・事務局 13 名、受託者 5 名） 

【町長】白鳥政德 

【委員】久保田彩、笠井陽一、山崎絵美、土岐悠美、高草木峻一、玉城来夏、有賀ちまり、山﨑由

紀、小松友昭、荻原直己、竹花宏美（欠席）、鹿野恵美、塩崎正、中澤利枝、小口智世、田澤律子、

倉科正豊、緑川潤也、小池こず枝 

【町、事務局】企画振興課、くらしの安全安心課、福祉課、こども未来課、健康推進課、学校教育

課、文化スポーツ課 

【受託者】株式会社ワイド春日、松澤、池上、山岸、丸山 

 

 

― 議事 ― 

1 開会 

事務局 
2 会長挨拶 

【会⻑】塩崎正委員 
こんばんは。本日もよろしくお願いいたします。この 8 月 25 日日曜日、今年４月に開所

された箕輪町の防災交流施設みのわ BASE で箕輪町こども・子育て応援条例施行記念講演
会が実施されました。幅広い立場の多くの住⺠の⽅がたくさん参加され、こどもまんなか社
会のために私たちは何ができるか、非常に大切なテーマで活発な意見・交流がされました。
箕輪町の非常に積極的な取り組み、それに深く感慨を覚えた次第であります。 

また、本日は大学生お二人の若い⽅にも参加いただきまして、私たちと一緒に意見を出し
合ってより良い計画を作っていきたいという風に思います。それでは皆さんどうぞよろし
くお願いいたします。 
 
3 説明・協議事項 

 報告事項１ アンケート調査結果について 資料１ 

内容 
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住⺠アンケート調査の概要について 
・ 対象者は町内に住む、①小学 6 年生と②中学 2 年生、③高校２年生相当の⽅、④

町内在住の 19 歳から 30 歳 
・ 実施⽅法は対象者①②は回答フォ―ムを作成し、児童生徒の個別情報端末から回

答いただいた。③④は個別に通知を発送し WEB フォームにて回答いただいた 
・ 実施期間は①②は夏休み前までに各校で実施、対象者③④は令和６年６月 25 日か

ら 7 月 8 日 
  

アンケートの回答概要 
・ 子ども・若者の自己肯定感はどうなっているのか？ 
・ 困りごとはあるか？ 
・ 安心できる場所はどこか？ 
・ こどもの権利で特に大切なものは？ 

 
 報告事項 2 子ども会議・ヒアリング結果について 資料 2 

ヒアリング対象 
こども 182 名、保護者 195 名、小中学校教職員 11 名、学童クラブ指導員 11 名、
障害児福祉サービス事業所職員 3 名、子育て支援センタ―職員 2 名 

ヒアリング内容 
・ こども達には箕輪町の良い所悪い所について、どんな大人になりたいか、大人に言

いたいこと、どんな町になってほしいか 
・ 保護者等には、子育てで町に望むこと、子育てで一番大事なこと、こどもの現状と

課題 
 
【会⻑】塩崎正委員 
 今説明していただいた報告事項の 1、それから報告事項の 2 アンケート結果、ヒアリング
の結果合わせて、何か質問等ございましたらお出しください。 
 

質問等なし 

   
 協議事項１ 子ども計画の基本目標・基本方針について グループ討議 資料 3 

・ グループごとに計画の基本目標・基本⽅針につながるワードやセンテンスの抽出 
・ グループは委員会の属性を考慮しない、ランダムな構成 
・ ファシリテーターは受託者 

 作業内容 

・ あなたが考える、「こどもや若者が健やかに育つまち」「こども・若者の社会参画や
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意見反映ができる町」「子育てしやすい町」はどのような町か 
・ 個人で付せんに書き、グループ内で発表してからシートにまとめる 
・ 各班で発表 

 
4 その他 事務連絡 

・ 第 3 回こども・若者審議会日程について 
次回の第 3 回こども・若者審議会日程 10 月 29 日（火）18；00〜予定 

・ 資料について 
 

5 閉会 

【副会⻑】中澤利枝委員 
 本日はグループトークという形をとっていただきまして、皆様の熱のこもった意見をそ
れぞれ発言していただきましてありがとうございました。皆様のこども計画に対する熱意
がほんとに感じられる有意義な会となりました。 

また、今日はお二⽅の大学生にも来ていただいて、生の声を聞かせていただくことができ
てほんとに有意義な一日になりました。以上をもちまして第 2 回こども・若者審議会を閉
会致します。皆様お疲れさまでした。 
  
  
 

以上 
                         


